
 
 

 

平成２２年５月１３日 

各  位 

会 社 名   日本鋳造株式会社 

代表者名   代表取締役社長 菅昌 徹朗 

(コード番号 ５６０９ 東証第二部) 

問合せ先責任者   財務部長 阿部 俊彦 

(ＴＥＬ ０４４－３２２－３７６１) 

 

 

 

（訂正・数値データ訂正あり）「平成２２年３月期 決算短信」の一部訂正について 
 

 
当社が平成 22 年 4 月 20 日に公表いたしました「平成 22 年 3 月期 決算短信」について、過去に計

上した子会社株式評価減にかかる繰延税金資産の取崩し処理にあたり、連結決算上の処理に一部誤り

があったため、下記のとおり訂正いたします。なお、個別財務諸表については、処理に誤りがないた

め訂正はございません。 

 
訂正箇所が多岐にわたっており、正誤表による記載形式ではわかりづらくなることから、訂正前及

び訂正後の該当ページをそれぞれ添付し、訂正箇所には下線(  )を付して表示しております。 

 
 以 上 
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平成22年3月期 決算短信 
平成22年4月20日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 日本鋳造株式会社 上場取引所 東 

コード番号 5609 URL http://www.nipponchuzo.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 菅昌 徹朗

問合せ先責任者 （役職名） 財務部長 （氏名） 阿部 俊彦 TEL 044-322-3751
定時株主総会開催予定日 平成22年6月11日 配当支払開始予定日 平成22年6月14日

有価証券報告書提出予定日 平成22年6月11日

1.  22年3月期の連結業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 13,974 △29.7 737 △43.7 671 △46.7 425 △21.8

21年3月期 19,880 △7.0 1,310 △40.2 1,259 △40.5 543 △51.4

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

22年3月期 10.12 ― 5.0 3.1 5.3
21年3月期 12.94 ― 6.7 5.3 6.6

（参考） 持分法投資損益 22年3月期  △11百万円 21年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期 19,711 8,701 44.1 207.01
21年3月期 23,355 8,329 35.7 198.13

（参考） 自己資本   22年3月期  8,701百万円 21年3月期  8,329百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

22年3月期 1,955 266 △2,411 383
21年3月期 1,248 △254 △932 573

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

21年3月期 ― 0.00 ― 2.50 2.50 105 19.3 1.3
22年3月期 ― 0.00 ― 2.50 2.50 105 24.7 1.2

23年3月期 
（予想）

― 0.00 ― 2.50 2.50 29.2

3.  23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

6,800 3.3 230 △42.4 220 △39.1 120 △50.2 2.85

通期 15,000 7.3 640 △13.2 610 △9.1 360 △15.3 8.56

【訂正後】
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(1）経営成績に関する分析 
  

（当期の経営成績） 

 当連結会計年度における当社グループを取りまく日本経済の環境は、前期来の世界的な景気減速の影響から、厳し

い状況が続き、後半に入って外需主導で持ち直しの動きが出て、二番底の懸念は薄らいだものの、その反転力は弱

く、盛り上がりに欠けました。設備投資の面でも、企業の設備過剰感はぬぐえず、設備投資を大幅に積み増す状況に

はなく、緩慢な回復にとどまりました。 

 こうした中で、当社グループの主たる指標の一つである全国鋳鋼・鋳鉄品生産実績は、鋳鋼・鋳鉄ともに前年度に

比べ大幅に減少しました。また、公共投資は低位に推移し、前年度同様厳しい状況が継続しました。 

 このような事業環境のもと、主要な鋳鋼品需要分野である半導体業界向け機能材の需要は回復の兆しが見えず、受

注、売上ともに大幅に減少しました。また、公共投資関連は、低迷が続く市場環境の中、大型プロジェクトの工事完

工等があったものの、売上高は同様に減少しました。 

 その結果、グループ全体としての連結売上高は13,974百万円と前年度比29.7％の減収となり、固定費削減等コスト

合理化に努めたものの経常利益では、671百万円と前年度比46.7％の減益となりました。 

 特別損益では、従来子会社であった新東北メタル株式会社の株式を一部譲渡（51％）したことに伴う関係会社株式

売却益があり、税金等調整前当期純利益は741百万円となりました。法人税等では子会社株式評価減にかかる繰延税

金資産を取り崩したことから、当期純利益では、前年度を41.8％下回る316百万円となりました。 
  
（次期の見通し） 

 国内景気は足元に明るさが見え出したとはいうものの、設備投資の持ち直しが遅れていることから、全国機械受注

統計は低調に推移しております。また、公共投資関連についてもさらに厳しさが増すものと予想されます。 

 こうした環境下にありますが、来期の見通しにつきましては、固定費削減等さらなる合理化に努め、売上高は

15,000百万円、経常利益は610百万円、当期純利益は360百万円を予想しております。 

   

(2）財政状態に関する分析 
  
① 資産、負債及び純資産の状況 

 総資産は売上債権の大幅な減少及び棚卸資産、有形固定資産の減少により、前期末から3,752百万円減少し、

19,602百万円となりました。 

 負債は運転資金の減少に伴う短期借入金及び長期借入金の減少により、11,009百万円、純資産は剰余金の配当

による減少及び利益剰余金の増加により8,593百万円となり、総資産の減少もあって自己資本比率は43.8％と前

期末に比べ8.2ポイントの大幅な上昇となりました。 

  

② キャッシュ・フローの状況  

 当連結会計年度における営業活動のキャッシュ・フローは税金等調整前当期純利益741百万円、減価償却実施

額512百万円に加え、売上債権の減少及びたな卸資産の減少によるキャッシュ・フローの増加により1,955百万円

の収入となりました。  

 投資活動によるキャッシュ・フローは125百万円の設備投資があったものの、貸付金の回収に伴う収入が325百

万円あり、266百万円の収入となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは短期借入金の減少額1,300百万円、長期借入金の新規調達700百万円及び

期日返済1,688百万円、配当金の支払105百万円により2,411百万円の支出となりました。 

 以上の結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は前連結会計年度末に比べ190百万円減少し383百万

円となりました。 

  
(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 
  
 当社は、経営基盤の強化及び将来の事業展開に備えるための内部留保の充実等を勘案して、業績に応じた配当を行

い、株主の皆様方に対する利益還元を実現していくことを基本方針としております。 

 以上の方針に則り、当期の期末配当金は、１株当たり2.5円とさせていただく予定であります。 

 また、次期の配当金につきましても、当期並みを予想いたしております。 

  

１．経営成績

【訂正前】
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(1）経営成績に関する分析 
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注、売上ともに大幅に減少しました。また、公共投資関連は、低迷が続く市場環境の中、大型プロジェクトの工事完

工等があったものの、売上高は同様に減少しました。 

 その結果、グループ全体としての連結売上高は13,974百万円と前年度比29.7％の減収となり、固定費削減等コスト

合理化に努めたものの経常利益では、671百万円と前年度比46.7％の減益となりました。 

 特別損益では、従来子会社であった新東北メタル株式会社の株式を一部譲渡（51％）したことに伴う関係会社株式

売却益があり、当期純利益では、前年度を21.8％下回る425百万円となりました。 
  
（次期の見通し） 

 国内景気は足元に明るさが見え出したとはいうものの、設備投資の持ち直しが遅れていることから、全国機械受注

統計は低調に推移しております。また、公共投資関連についてもさらに厳しさが増すものと予想されます。 

 こうした環境下にありますが、来期の見通しにつきましては、固定費削減等さらなる合理化に努め、売上高は

15,000百万円、経常利益は610百万円、当期純利益は360百万円を予想しております。 

   

(2）財政状態に関する分析 
  
① 資産、負債及び純資産の状況 
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② キャッシュ・フローの状況  

 当連結会計年度における営業活動のキャッシュ・フローは税金等調整前当期純利益741百万円、減価償却実施
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 以上の結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は前連結会計年度末に比べ190百万円減少し383百万

円となりました。 

  
(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 
  
 当社は、経営基盤の強化及び将来の事業展開に備えるための内部留保の充実等を勘案して、業績に応じた配当を行

い、株主の皆様方に対する利益還元を実現していくことを基本方針としております。 

 以上の方針に則り、当期の期末配当金は、１株当たり2.5円とさせていただく予定であります。 
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１．経営成績
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 573 383

受取手形及び売掛金 7,643 6,044

製品及び仕掛品 2,622 1,804

原材料及び貯蔵品 878 722

繰延税金資産 217 221

その他 54 41

貸倒引当金 △54 △42

流動資産合計 11,935 9,174

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 6,996 6,760

減価償却累計額 △5,003 △5,101

建物及び構築物（純額） 1,992 1,658

機械装置及び運搬具 7,889 7,833

減価償却累計額 △6,877 △7,100

機械装置及び運搬具（純額） 1,011 732

土地 7,153 7,135

建設仮勘定 0 0

その他 1,727 1,607

減価償却累計額 △1,492 △1,495

その他（純額） 235 112

有形固定資産合計 10,393 9,640

無形固定資産 29 24

投資その他の資産   

投資有価証券 334 444

長期貸付金 268 －

繰延税金資産 489 273

その他 214 180

貸倒引当金 △309 △135

投資その他の資産合計 997 762

固定資産合計 11,420 10,427

資産合計 23,355 19,602

【訂正前】

5ページ

6

td-net
下線

td-net
下線

td-net
下線

td-net
下線



４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 573 383

受取手形及び売掛金 7,643 6,044

製品及び仕掛品 2,622 1,804

原材料及び貯蔵品 878 722

繰延税金資産 217 221

その他 54 41

貸倒引当金 △54 △42

流動資産合計 11,935 9,174

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 6,996 6,760

減価償却累計額 △5,003 △5,101

建物及び構築物（純額） 1,992 1,658

機械装置及び運搬具 7,889 7,833

減価償却累計額 △6,877 △7,100

機械装置及び運搬具（純額） 1,011 732

土地 7,153 7,135

建設仮勘定 0 0

その他 1,727 1,607

減価償却累計額 △1,492 △1,495

その他（純額） 235 112

有形固定資産合計 10,393 9,640

無形固定資産 29 24

投資その他の資産   

投資有価証券 334 444

長期貸付金 268 －

繰延税金資産 489 382

その他 214 180

貸倒引当金 △309 △135

投資その他の資産合計 997 871

固定資産合計 11,420 10,536

資産合計 23,355 19,711

【訂正後】

5ページ
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,608 3,392

短期借入金 3,967 2,144

未払法人税等 54 73

賞与引当金 205 173

その他 845 661

流動負債合計 9,680 6,445

固定負債   

長期借入金 1,439 770

再評価に係る繰延税金負債 2,820 2,820

退職給付引当金 836 825

役員退職慰労引当金 75 70

ＰＣＢ処理引当金 67 65

その他 107 11

固定負債合計 5,346 4,564

負債合計 15,026 11,009

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,102 2,102

利益剰余金 2,227 2,439

自己株式 △3 △3

株主資本合計 4,327 4,538

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2 55

土地再評価差額金 3,998 3,998

評価・換算差額等合計 4,001 4,054

純資産合計 8,329 8,593

負債純資産合計 23,355 19,602

【訂正前】

6ページ
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,608 3,392

短期借入金 3,967 2,144

未払法人税等 54 73

賞与引当金 205 173

その他 845 661

流動負債合計 9,680 6,445

固定負債   

長期借入金 1,439 770

再評価に係る繰延税金負債 2,820 2,820

退職給付引当金 836 825

役員退職慰労引当金 75 70

ＰＣＢ処理引当金 67 65

その他 107 11

固定負債合計 5,346 4,564

負債合計 15,026 11,009

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,102 2,102

利益剰余金 2,227 2,547

自己株式 △3 △3

株主資本合計 4,327 4,647

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2 55

土地再評価差額金 3,998 3,998

評価・換算差額等合計 4,001 4,054

純資産合計 8,329 8,701

負債純資産合計 23,355 19,711

【訂正後】

6ページ

9
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下線

td-net
下線



（２）連結損益計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

売上高 19,880 13,974

売上原価 17,339 12,182

売上総利益 2,541 1,792

販売費及び一般管理費 1,230 1,055

営業利益 1,310 737

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 14 6

原材料売却益 6 －

その他 13 4

営業外収益合計 35 12

営業外費用   

支払利息 85 52

持分法による投資損失 － 11

その他 0 14

営業外費用合計 86 78

経常利益 1,259 671

特別利益   

固定資産売却益 － 1

関係会社株式売却益 － 70

特別利益合計 － 71

特別損失   

固定資産除売却損 13 2

投資有価証券売却損 6 －

投資有価証券評価損 327 －

特別損失合計 347 2

税金等調整前当期純利益 912 741

法人税、住民税及び事業税 388 263

法人税等調整額 △20 161

法人税等合計 368 424

当期純利益 543 316

【訂正前】

7ページ
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下線
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（２）連結損益計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

売上高 19,880 13,974

売上原価 17,339 12,182

売上総利益 2,541 1,792

販売費及び一般管理費 1,230 1,055

営業利益 1,310 737

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 14 6

原材料売却益 6 －

その他 13 4

営業外収益合計 35 12

営業外費用   

支払利息 85 52

持分法による投資損失 － 11

その他 0 14

営業外費用合計 86 78

経常利益 1,259 671

特別利益   

固定資産売却益 － 1

関係会社株式売却益 － 70

特別利益合計 － 71

特別損失   

固定資産除売却損 13 2

投資有価証券売却損 6 －

投資有価証券評価損 327 －

特別損失合計 347 2

税金等調整前当期純利益 912 741

法人税、住民税及び事業税 388 263

法人税等調整額 △20 52

法人税等合計 368 315

当期純利益 543 425

【訂正後】

7ページ
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 2,102 2,102

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,102 2,102

資本剰余金   

前期末残高 － －

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 － －

利益剰余金   

前期末残高 1,788 2,227

当期変動額   

剰余金の配当 △105 △105

当期純利益 543 316

当期変動額合計 438 211

当期末残高 2,227 2,439

自己株式   

前期末残高 △2 △3

当期変動額   

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 △3 △3

株主資本合計   

前期末残高 3,889 4,327

当期変動額   

剰余金の配当 △105 △105

当期純利益 543 316

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 438 211

当期末残高 4,327 4,538

【訂正前】

8ページ

12
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 2,102 2,102

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,102 2,102

資本剰余金   

前期末残高 － －

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 － －

利益剰余金   

前期末残高 1,788 2,227

当期変動額   

剰余金の配当 △105 △105

当期純利益 543 425

当期変動額合計 438 320

当期末残高 2,227 2,547

自己株式   

前期末残高 △2 △3

当期変動額   

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 △3 △3

株主資本合計   

前期末残高 3,889 4,327

当期変動額   

剰余金の配当 △105 △105

当期純利益 543 425

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 438 319

当期末残高 4,327 4,647

【訂正後】

8ページ

13
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 4 2

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1 53

当期変動額合計 △1 53

当期末残高 2 55

土地再評価差額金   

前期末残高 3,998 3,998

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － －

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,998 3,998

評価・換算差額等合計   

前期末残高 4,003 4,001

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1 53

当期変動額合計 △1 53

当期末残高 4,001 4,054

少数株主持分   

前期末残高 － －

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － －

当期変動額合計 － －

当期末残高 － －

純資産合計   

前期末残高 7,892 8,329

当期変動額   

剰余金の配当 △105 △105

当期純利益 543 316

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1 53

当期変動額合計 436 264

当期末残高 8,329 8,593

【訂正前】

9ページ
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 4 2

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1 53

当期変動額合計 △1 53

当期末残高 2 55

土地再評価差額金   

前期末残高 3,998 3,998

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － －

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,998 3,998

評価・換算差額等合計   

前期末残高 4,003 4,001

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1 53

当期変動額合計 △1 53

当期末残高 4,001 4,054

少数株主持分   

前期末残高 － －

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － －

当期変動額合計 － －

当期末残高 － －

純資産合計   

前期末残高 7,892 8,329

当期変動額   

剰余金の配当 △105 △105

当期純利益 543 425

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1 53

当期変動額合計 436 372

当期末残高 8,329 8,701

【訂正後】

9ページ
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 （注） １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

１株当たり純資産額    198円13銭

１株当たり当期純利益   12円94銭

１株当たり純資産額     円 銭204 43

１株当たり当期純利益    円 銭7 53

なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  
前連結会計年度

(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

当期純利益(百万円)  543  316

普通株主に帰属しない金額(百万円)  ― ― 

普通株式に係る当期純利益(百万円)  543  316

普通株式の期中平均株式数(株)  42,041,814  42,037,568

【訂正前】

15ページ
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 （注） １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

１株当たり純資産額    198円13銭

１株当たり当期純利益   12円94銭

１株当たり純資産額    207円01銭

１株当たり当期純利益   10円12銭

なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  
前連結会計年度

(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

当期純利益(百万円)  543  425

普通株主に帰属しない金額(百万円)  ― ― 

普通株式に係る当期純利益(百万円)  543  425

普通株式の期中平均株式数(株)  42,041,814  42,037,568

【訂正後】

15ページ
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